
和歌山県農業農村振興委員会「農業及び農山村の振興に係る第３者部会」 

令和５年度会議の審議概要 

 

１ 日 時：令和６年３月２６日（火）１３時３０分～１５時３０分 

２ 場 所：和歌山県自治会館 ３０４会議室 

３ 内 容： 

（１）審議事項１：事業の目標達成状況及び成果について 

             『産地パワーアップ事業』     

（２）審議事項２：令和６年度の事業実施計画について 

（３）その他 

 

４ 出席者及び提出資料 別紙のとおり 

 

５ 審議の概要 

  提出資料に基づき各事業担当者から委員に対し説明を行い、第３者の視 

点から疑問点や改善点について意見を求めた。 

  結果、委員から特に異議なく了承を頂いた。 

  主な意見及び質疑応答は以下のとおり。 

 

（１）審議事項１：事業の目標達成状況及び成果について 

『産地パワーアップ事業』 

〇八島委員  

  九度山町農業再生協議会の「地域協議会等の評価」について、柿の輸出に対

するコロナ禍の中での取組について具体的な内容はどのようなものか。 

 

☆果樹園芸課 

令和２年、３年の渡航できない間、オンライン等でバイヤーとの商談を続

けることにより輸出を継続していた。 

 

〇八島委員 

 コロナ禍対応で得られたオンライン活用技術を評価に盛り込んではいかが

か。 

 

○大橋委員 

  柿の販売単価は国内と輸出でどれだけの差があるか。ブランドありだ果樹

産地協議会の改植事業について、取組主体が４名だが成果目標は産地全体に



なるのか。 

 

☆果樹園芸課 

  輸出の販売単価は国内に比べて約 60 円/kg の差がある。国内は 330 円/kg

で、輸出をすると 400円弱となっている。なお、令和５年産の柿は、りんごや

梨といった他の競合果実の出荷量が少なかったこともあり、国内向けの柿の

引き合いが強く国内販売の価格が高かったが、本来は柿の国内単価は苦しい

こともあるため、輸出という販売ルートを持つことは重要。 

 改植事業についてはその通り。 

 

○原委員 

  柿の輸出量が増えた要因は輸出相手国が増えたのか、１つの国あたりの輸

出量が増え、末端ベースの引き受けが増えたのか。 

 

☆果樹園芸課 

  輸出相手国は増えていない。香港・シンガポール向けの輸出量が増えた。輸

出の取り組みを続ける中で、現地で日本の柿の認知がされてきた。特に紀ノ川

柿の引き合いが強くなった。 

 

○八島委員 

  マーケットの概況が報告書についているとわかりやすい。 

 

○原委員 

  事務局、検討よろしくお願いします。 

 

 

（２）審議事項２：令和６年度の事業実施計画について 

〇井本委員 

  卸売市場施設整備について対象工事の面積が年度により違う理由は。附帯

施設とはなにか。 

 

☆食品流通課 

  3箇年で施工される施設(建屋、機械電気設備)を年度ごとの進捗率にあわせ

て按分しているため。附帯施設は、例えば給排水設備など。 

 

 



〇八島委員 

  卸売市場施設整備の推進及び集出荷貯蔵施設整備の両方について、ハード

整備により期待されること、ハードにあわせたソフト面での効果があれば教

えてほしい。 

 

☆食品流通課 

  卸売市場の整備により青果物・水産物の取扱量が増える。災害があったとき

も営業が続けられるように BCP(事業継続計画)策定など防災機能の強化も行

う。ソフト面では地域資源を活かして発信する拠点を目指す。 

 

☆果樹園芸課 

  柑橘の集出荷貯蔵施設の整備については、腐敗果実を検知するカメラを新

たに導入し、ブランド品の出荷割合を増やすことを目標の１つにしている。選

果機では園地ごとに糖度や病気のデータが得られるため、その結果を生産者

にフィードバックし、生産技術向上に繋げることがソフト面での効果となる。 

  また、出荷規格数を減らすことを目標とし、選果にかかる省力化・コスト削

減を図ることができる。 

   

○原委員 

  事業で導入した選果機により、品質が良い果実を出荷している旨を消費者

に積極的に発信する販売の仕方をしてはいかがか。 

 

 

（３）その他 

特になし 

 
                           終了１５：３０    



令和５年度「農業及び農山村の振興に係る第３者部会」 

 

日時：令和 6 年３月２6 日（火）１３時３０分～ 

場所：和歌山県自治会館  ３０４会議室 

 

 

会  次  第 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 挨  拶 

 

 

３ 報告事項 

  （１）国の農業施設整備関連予算の概要（資料１） 

 

 

４ 審議事項 

    （１）事業の目標達成状況及び成果について（資料２） 

          『産地パワーアップ事業』 

     

  （２）令和６年度の事業実施計画について（資料３） 

 

 

  （３）その他 

            

 

５ 閉  会 

  



                                      

 

令和５年度和歌山県農業農村振興委員会 農業及び農山村の振興に係る第３者部会 

開催要領 

       

１．目  的 

強い農業づくり総合支援交付金や農山漁村振興交付金等で実施する国庫事業の計画

内容や事業効果等について、利害関係者以外で構成する和歌山県農業農村振興委員会

「農業及び農山村の振興に係る第３者部会」の意見を聴取し、事業実施の透明性の確

保と適正な執行を図ることを目的に開催する。 

 

２．開催日程 

 日  時：令和６年３月２６日（火）１３：３０～１５：３０ 

  場  所：和歌山県自治会館 ３０４会議室     

      （和歌山市茶屋ノ丁２－１） 

 

３．協議内容 

（１）翌年度の事業実施計画に関する事項 

（２）事業地区別の各年度における成果についての評価 

（３）その他事業の効率的かつ適正な執行に必要な事項 

 

４．参集範囲  

  第３者部会委員 

    事業担当課（食品流通課 果樹園芸課） 

 

1



日 時 ： 令和５年３月２６日（火）１３：３０～

所　　属 役　　職 氏　　名

1 委　　員 元和歌山県農林水産部長 原　　康雄

2 委　　員
和歌山大学
観光学部

教　授
八島　雄士

3 委　　員
時事通信社

和歌山支局長
井本　智康

4 委　　員
県くらしの研究会

会　長
中原　雅子

5 委　　員
（一社）和歌山県農業会議

参　与
大橋  清吾

所　　属 役　　職 氏　　名

6 食品流通課 主　査 本多　剛宜

7 食品流通課 副主査 十川　太輔

8 果樹園芸課 課　長 岩倉　幸信

9 果樹園芸課 産地振興班長 山本　香珠代

10 果樹園芸課 主　査 小谷　泰之

11 果樹園芸課 主　査 池田　晴佳

12 果樹園芸課 副主査 林　佑香

13 果樹園芸課 技　師 小野寺　真穂

「農業及び農山村の振興に係る第３者部会」出席者名簿
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